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■ 昭和57年3月 佐賀西高等学校卒業
■ 昭和62年3月 久留米大学商学部卒業
■ 昭和62年4月 佐賀市役所入庁
■ 平成16年4月 総務部企画課配属
佐賀市議会事務局、財政課長、総務部副部長、
企画調整部長、地域振興部長など歴任

のお約束!!

新型コロナウイルス感染症により
疲弊したまちを元気に！

緊急
対応

プラス1+
市民の皆さんとの対話を重視し、
情報提供を徹底します

古賀 しんすけ

そこが大事。

“オール佐賀”の市政を!

ぶれない、にげない、かたよらない。

・災害を防ぐための、ハード整備と市民の連携強化
・AIなどデジタル技術の活用
・コロナウイルスなどの感染症に対応するため、人と施設を充実

・企業誘致にトップセールスで取り組み、2,000人分の雇用増
・日本マイクロソフト社との連携でデジタル人材育成
・JAや漁協と連携した農林水産業の活性化

・待機児童解消など子育て環境のさらなる充実
・佐賀駅周辺にテレワークサテライトオフィスを整備
・仕事場でも地域社会でも環境づくり

・国スポ・全障スポに向けた県との連携
・中心市街地の再整備
・スケートボード、BMX等Xスポーツの拠点整備

・市民の移動手段（公共交通など）の充実
・公園など市民の憩いの場をさらに充実
・中山間地域の活性化

・小中学校のデジタル教育充実
・市立図書館機能の拡充
・発達障がいのトータルライフ支援
・子どもの貧困、児童虐待、いじめ問題に向けた取組

働く場所を増やし、
人の賑わうまちづくり

仕事場でも、地域社会でも、
女性活躍の環境づくり

市民の命と暮らしを守る 歴史・文化とスポーツによる
まちの活性化

住み慣れた地域で
安心して暮らせるまちに

子どもの貧困、児童虐待、
いじめ問題への対応強化
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投票日当日、旅行や用務等で投票できない方は期日前投票を！
詳しくは佐賀市選挙管理委員会へお問い合わせください。

佐 賀 市 長 及 び
佐 賀 市 議 会 議 員 選 挙

投票日10月17日（日）
投 票 時 間

午前 時から7 8午後 時まで

佐賀市選挙管理委員会 ℡0952-40-7330
E-mail:senkyo@city.saga.lg.jp
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■昭和61年：国立大分医科大学卒業
■昭和63年：社会保険小倉記念病院 心臓血管センター循環器科
■平成  5年：医学博士号取得
■平成10年：医療法人保医福会理事長
■現在、福岡県久留米市  一番街総合診療所  院長 
■政治団体  自立と共生  代表

詳しくはWEB!

医師・細川ひろしの政策！

3.発達障害対策に取り組みます！
発達障害は遺伝だけが原因ではなく、産後の対応で予防できる部分が多くあります。
成長されたお子さんも十分に回復が可能です。産後、生後の対応を見直し、医師と
して未来を担う皆さんの命、健康を守ります。

2.少子化を止めます！
少子化対策として、出産お祝い金を一人につき100万円支給します。また、経済的な
理由でやむなく中絶を選択される方をなくすため、該当するご家庭は育児を佐賀市で
全面的に支援します。

1.コロナワクチン即時中止！
　 マスク、消毒不要！

安全性が確認されないまま、危険な物質が含まれているコロナワクチンの接種が進ん
でいます。医師として得た情報、コロナウイルスとは何か、真実を皆さんにお伝えします。

4.佐賀を積極的にPRします！
佐賀市に早稲田大学病院を創り、予防医学を世界に発信します。国際農業大学を創り、
佐賀の安全安心な農産物・海産物・水を世界へ輸出します。交通利便性も向上させ、
佐賀市への往来を増やすPR活動を実行し、佐賀の魅力、収入力アップを目指します。

自立と共生社会の
実現！
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